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小
水
力
・
地
熱
・
地
中
熱

未
来
の
た
め「
タ
イ
ム
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン
」を
意
識
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊶
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▼
タ
イ
ム
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン

「
未
来
」
は
、
未
だ
来
な

い
何
か
、
未
だ
体
験
し
て
い

な
い
何
か
、
を
指
し
て
い

る
。
似
た
「
将
来
」
は
、
将

に
来
る
も
の
で
あ
り
、
未
来

よ
り
は
手
前
の
こ
と
の
よ
う

だ
。
一
方
、「
過
去
」
は
過

ぎ
去
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
体

験
の
中
に
な
る
。「
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
」
と
い
う
言
葉
は
、
目
で

は
な
く
、
背
中
か
ら
未
来
に

向
か
う
こ
と
を
意
味
す
る
と

い
う
。
未
来
は
未
知
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
タ
イ
ム
・
ホ
ラ
イ
ズ

ン
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

〝
時
間
の
地
平
線
〟
で
あ

り
、
水
平
線
や
地
平
線
と
同

じ
く
、
ど
れ
だ
け
先
ま
で
、

時
間
的
に
見
渡
せ
る
か
と
い

う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

７
９
４
年
は
平
安
遷
都

で
、
１
９
９
４
年
は
そ
の
１

２
０
０
年
記
念
に
あ
た
り
、

日
本
未
来
学
会
は
、
２
日
間

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
１
９
９

３
年
に
東
京
で
開
催
し
た
。

未
来
学
を
提
案
す
る
栄
久
庵

憲
司
氏
、
小
松
左
京
氏
、
川

喜
田
二
郎
氏
（
い
ず
れ
も
故

人
）
ら
が
座
長
や
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
１
０
０
０
年
後
を
予

測
で
き
る
か
の
試
み
で
あ
っ

た
が
、
残
念
な
が
ら
１
０
０

０
年
先
を
展
望
す
る
成
果
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

▼
『
二
十
世
紀
の
予
言
』

１
９
０
１
年
１
月
２
日
と

３
日
号
で
、
報
知
新
聞
は
、

１
０
０
年
後
を
予
測
し
て

『
二
十
世
紀
の
豫
言
』
を
掲

載
し
た
。
＝
画
像

同
記
事
で
は
23
項
目
に
つ

い
て
予
言
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
12
項
目
が
実
現
し
、
５

項
目
が
一
部
実
現
し
、
６
項

目
が
未
実
現
で
あ
る
と
し
て

い
る
と
、
文
科
省
・
科
学
技

術
白
書
（
２
０
０
５
年
）
が

評
価
し
て
い
る
。
自
動
車
輸

送
、
高
速
鉄
道
輸
送
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
イ
ン
タ
ネ
ッ

ト
通
信
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
エ
ア
コ
ン
、
先
進
医

療
な
ど
生
活
・
暮
ら
し
の
面

に
つ
い
て
予
言
が
的
中
し
て

い
る
。
人
と
獣
と
の
会
話
、

暴
風
雨
の
鎮
静
化
な
ど
は
未

実
現
と
い
え
る
。

▼
持
続
可
能
な
未
来

さ
て
、
今
日
で
は
、
１
０

０
年
は
お
ろ
か
50
年
先
も
見

通
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
国
際
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

進
展
で
現
代
社
会
が
多
様
化

し
、
変
化
が
激
し
い
こ
と
が

そ
の
理
由
に
あ
る
。
ゆ
え

に
、
タ
イ
ム
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン

も
短
く
な
っ
て
い
る
。
次
世

代
を
担
う
若
者
た
ち
も
長
期

的
展
望
を
取
り
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
）

制
度
は
、
基
本
的
に
20
年
の

期
限
付
き
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
は
科
学
技
術
製
品
が
対
象

で
も
あ
り
、
筆
者
は
盤
石
な

制
度
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
未
来
を
考
え
る
に

は
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
展
望

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
22
世
紀
の
デ
ザ
イ
ン

筆
者
は
、
所
属
す
る
法
人

で
、「
22
世
紀
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
」
と
い
う
社
会
講
座
を

組
み
立
て
て
い
る
。
今
年

秋
、
11
月
の
開
講
予
定
で
あ

り
、「
こ
の
先
の
時
代
」
を

考
え
る
こ
と
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
。

２
０
１
４
年
、「
22
世
紀

学
会
」
と
い
う
同
好
会
で
講

演
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
学
会
名
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
考
え
て
講
演
し
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン

グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
（
Ｉ
ｓ

ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

ｄ
ｏ
ｍ

Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
ｌ
、

１
８
０
６
年
～
１
８
５
９

年
）
に
つ
い
て
。
彼
の
人
物

と
事
績
を
紹
介
し
、
未
来
視

感
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ブ
ル
ネ
ル
は
19
世
紀
の
イ

ギ
リ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、

そ
の
事
績
は
21
世
紀
の
今
日

も
生
き
て
お
り
、
ま
さ
に
２

０
０
年
以
上
も
の
先
を
見
据

え
た
事
業
企
画
や
設
計
を
行

っ
た
人
物
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ブ
ル
ネ

ル
を
誰
も
が
知
り
、
誇
り
に

思
っ
て
い
る
の
で
、
２
０
１

２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
で
は
ブ
ル
ネ
ル
に
扮

し
た
俳
優
が
登
場
し
、
イ
ギ

リ
ス
の
産
業
革
命
の
黎
明
と

発
展
、
そ
し
て
影
響
に
つ
い

て
、
象
徴
的
な
演
出
が
行
わ

れ
た
。

ブ
ル
ネ
ル
か
ら
は
、
２
０ 報知新聞紙面（明治34年1月3日）『二十世紀の豫言（二）』

「山川発電所（既存のフラッシュ式地熱）」のシステムイメージ

調査井掘削の場所（提供:アストマックス・トレーディング）

０
年
先
を
見
据
え
た
エ
ン
ジ

ニ
リ
ン
グ
や
社
会
構
築
の
価

値
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

▼
意
識
改
革
と
対
策
へ
向
け

て
22
世
紀
が
や
っ
て
く
る
の

は
遠
い
先
で
は
な
く
、
85
年

後
で
あ
り
、
孫
の
世
代
は
体

験
す
る
。「
持
続
可
能
性
」

と
い
う
言
葉
は
、
22
世
紀
を

意
識
す
る
と
、
身
近
に
な

る
。
そ
の
時
代
を
デ
ザ
イ
ン

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
２
０
０
７

年
、「
き
の
う
の
す
ご
い

を
、
あ
し
た
の
ふ
つ
う
に
」

と
い
う
コ
ピ
ー
を
つ
く
っ

た
。
講
座
「
22
世
紀
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
」
も
こ
れ
に
合
致

す
る
も
の
で
、
持
続
可
能
な

未
来
の
た
め
に
、
ひ
と
・
も

の
・
こ
と
・
か
ね
・
ち
い

き
・
く
ら
し
、
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
過
去
・
現
在

そ
し
て
将
来
や
未
来
に
お
け

る
新
し
い
常
識
や
ふ
つ
う
を

展
望
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

22
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
？
燃
料
電
池
や
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ふ
つ
う
に

な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
と
き
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
わ
れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
、
ま
ず
大
事
な
の

は
、
22
世
紀
を
意
識
し
、
タ

イ
ム
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン
と
し
て

見
渡
し
、
顕
在
化
し
て
い
る

地
球
温
暖
化
に
向
け
て
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
ト
し
、
喫
緊
に
対

策
す
る
こ
と
で
あ
る
。

出力4.9MW地熱バイナリー発電所
建設開始

鹿児島県指宿市で

ＪＯＧＭＥＣの助成金交付事業

地
熱
発
電
の
還
元
熱
水
を
熱
源
に

宮
崎
県
尾
八
重
野
地
域
で
地
熱
発
電
事
業
の

調
査
井
掘
削
を
実
施
ア
ス
ト
マ
ッ
ク
ス

九電みらいエナジー／九州電力
九
電
み
ら
い
エ
ナ
ジ
ー
（
福
岡
県
福
岡
市
）
は
８
月
２

日
、
九
州
電
力
と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
に
あ
る
地

熱
発
電
所
で
あ
る
山
川
発
電
所
の
構
内
に
お
い
て
、
地
熱

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
建
設
工
事
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

ば
、
山
川
発
電
所
で
の
実
証
試
験

は
承
知
し
て
い
た
が
、
事
前
に
山

川
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
を
想
定
し

て
の
目
標
で
は
な
い
と
い
う
。
日

本
国
内
で
も
地
熱
資
源
の
活
用
が

進
ん
で
い
る
同
県
だ
が
、
一
挙
に

目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
形
だ
。

地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
全
国
の

約
４
割
の
設
備
量
を
有
す
る
と
い

う
九
州
電
力
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
地
熱
発
電
に
つ
い
て
、
資
源

賦
存
面
か
ら
有
望
と
見
込
ま
れ
る

電
方
式
で
発
電
を
行
う
も
の
で
、

熱
供
給
者
は
九
州
電
力
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
山
川
発
電
所
構
内
に

お
い
て
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

２
０
１
４
年
度
に
わ
た
り
、
九
州

電
力
と
川
崎
重
工
業
に
よ
っ
て
、

代
替
フ
ロ
ン
を
媒
体
と
す
る
出
力

２
５
０
㌗
の
小
規
模
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
設
備
の
実
証
試
験
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
九
州
電
力

は
、
大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
の
八

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
の
菅
原
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
所
（
出
力
５
０
０

０
㌗
）
に
次
い
で
２
カ
所
目
。

山
川
発
電
所
で
は
、
発
電
方
式

の
関
係
上
、
地
下
か
ら
取
り
出
し

た
地
熱
資
源
の
う
ち
蒸
気
だ
け
を

取
り
出
し
て
発
電
に
利
用
。
熱
水

は
井
戸
を
通
じ
て
地
中
へ
戻
し
て

い
る
（
還
元
熱
水
）。
山
川
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
所
は
、
こ
の
還
元
熱

水
を
熱
源
に
、
ペ
ン
タ
ン
を
媒
体

に
用
い
る
空
冷
式
バ
イ
ナ
リ
ー
発

性
、
立
地
環
境
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
地
域
と
の
共
生
を
図
り

な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め

て
開
発
に
取
り
組
む
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
。
今
回
の
山
川
バ
イ
ナ
リ

ー
発
電
所
の
建
設
開
始
に
際
し
、

九
州
電
力
と
九
電
み
ら
い
エ
ナ
ジ

ー
は
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

優
れ
た
地
熱
発
電
の
積
極
的
な
開

発
、
導
入
を
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

丁
原
発
電
所
（
最
大
出
力
11
万

㌗
）
の
構
内
に
八
丁
原
バ
イ
ナ
リ

ー
発
電
所
（
出
力
２
０
０
０
㌗
）

を
保
有
し
て
い
る
。

鹿
児
島
県
で
は
、
２
０
１
４
年

に
策
定
し
た
「
鹿
児
島
県
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
い
て
、
地
熱
発
電
の
中
で

も
、
バ
イ
ナ
リ
ー
方
式
に
一
項
目

を
割
き
、
２
０
２
０
年
度
末
で
１

９
０
０
㌗
の
導
入
目
標
を
設
定
し

て
い
た
。
県
の
担
当
者
に
よ
れ

昨
年
の
６
月

に
営
業
運
転

を
開
始
し
た

地
域
の
調
査

を
行
い
、
技

術
面
、
経
済

投
資
顧
問
グ
ル
ー
プ
の
ア

ス
ト
マ
ッ
ク
ス
（
東
京
都
品

川
区
）
は
、
連
結
子
会
社
の

ア
ス
ト
マ
ッ
ク
ス
・
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
が
宮
崎
県
え
び
の

市
で
「
尾
八
重
野
地
域
地
熱

資
源
開
発
調
査
事
業
」
を
実

施
す
る
と
発
表
し
た
。
調
査

事
業
は
坑
井
掘
削
、
物
理
探

査
、
温
泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
な
ど
を
含
ん
で
お
り
、　

調
査
期
間
は
今
年
７
月
～
２

０
１
７
年
２
月
。

同
調
査
事
業
は
、
独
立
行

政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
る
「
平
成
28

年
度
地
熱
資
源
開
発
調
査
事

業
費
助
成
金
交
付
事
業
」
の

採
択
を
受
け
た
事
業
で
、
同

地
区
で
地
表
調
査
を
完
了
し

た
２
０
１
４
年
度
か
ら
の
採

択
継
続
案
件
と
な
る
。

地
熱
資
源
を
利
用
し
た
地

熱
発
電
は
高
い
設
備
利
用
率

と
安
定
的
な
電
力
供
給
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
有
望
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
地
熱
資
源

査
・
物
理
探
査
・
地
化
学
調

査
等
に
関
す
る
経
費
、
坑
井

掘
削
調
査
等
に
関
す
る
経

費
）
を
国
が
助
成
金
と
し
て

交
付
す
る
支
援
制
度
。
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
そ
の
執
行
団
体
。

尾
八
重
野
地
域
地
熱
資
源

開
発
調
査
事
業
を
実
施
す
る

ア
ス
ト
マ
ッ
ク
ス
・
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

大
田
原
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

（
栃
木
県
大
田
原
市
）
や

「
五
戸
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」

（
青
森
県
五
戸
町
）
な
ど
８

つ
の
施
設
を
開
発
し
て
き

た
。
地
熱
発
電
の
事
業
化
も

検
討
し
て
お
り
、
今
回
の
調

査
井
掘
削
も
そ
の
一
環
と
な

る
。

開
発
は
開
発
ま
で
に
長
い
期

間
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
地
熱
資
源
は

そ
の
大
部
分
が
自
然
公
園
内

に
存
在
す
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
環
境
と
調
和
し
た
地

熱
資
源
開
発
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
地

熱
発
電
に
お
け
る
助
成
金
交

付
事
業
は
、
日
本
企
業
が
国

内
で
地
熱
資
源
調
査
を
行
な

う
場
合
に
、
企
業
が
負
担
す

る
調
査
費
の
一
部
（
地
質
調

山
川
発
電
所
は
九
州
電
力
の
所

有
す
る
地
熱
発
電
所
。
最
大
出
力

３
万
㌗
で
平
成
７
年
３
月
に
運
転

開
始
し
て
い
る
。
今
回
、
山
川
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
所
と
名
付
け
ら
れ

た
地
熱
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
は
、

出
力
４
９
９
０
㌗
。
今
月
か
ら
工

事
を
開
始
し
、
運
転
開
始
は
２
０

１
８
年
２
月
の
予
定
。
発
電
事
業

者
は
九
電
み
ら
い
エ
ナ
ジ
ー
。
同

社
の
手
掛
け
る
地
熱
発
電
所
は
、


